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第８章 在宅医療対策

1 プライマリ・ケアの推進 

【現状と課題】 

 現  状 

１ プライマリ・ケアの現状 

○ 地域住民が健康で安心な生活を送るために

は、身近な医療機関で適切な医療が受けられ、

疾病の継続的な管理や予防のための健康相談

等を含めた包括的な医療（プライマリ・ケア）

が受けられることが重要です。 

○ プライマリ・ケアの機能を担うのはかかりつ

け医・かかりつけ歯科医であり、医療機関とし

ては地域の診療所（歯科診療所を含む。）が中

心になります。

○ プライマリ・ケアにおいては、診療所の医師

がかかりつけ医（歯科医）の役割を担うことが

重要ですが、患者の大病院志向を背景として、

その普及が進みにくい状況にあります。

○ 診療所は、一般診療所、歯科診療所ともに毎

年増加していますが、一般診療所のうち有床診

療所は減少しています。（表8-1-1）

 ○ 診療所を受診する外来患者は、病院の外来患

者よりも多くなっています。（表8-1-2） 

 ○ 医薬分業の推進などにより薬局の果たす役

割も大きくなっています。 

２ プライマリ・ケアの推進 

○ プライマリ・ケアを担う医師・歯科医師には

保健、医療だけでなく、福祉に係る幅広い知識

が求められますので、大学医学部、歯学部の卒

前教育から医師臨床研修における教育が重要

になります。

○ 近年の医学の進歩に伴い、プライマリ・ケア

で提供される医療は高度化かつ多様化してい

ます。 

 課  題 

○ 健康づくりから疾病管理まで一人ひと

りの特性にあったプライマリ・ケアが受

けられるよう、かかりつけ医、かかりつ

け歯科医、かかりつけ薬剤師・薬局の重

要性について啓発する必要があります。

○ 医療技術の進歩や医療機器の開発等に

より、在宅医療が多様化、高度化してき

ていることから、これに対応する医療従

事者の資質の向上が求められています。

○ 医師（歯科医師）は、臨床研修制度に

より、プライマリ・ケアの基本的な診療

能力を身につけることが必要です。 

○ プライマリ・ケアを推進するためには、

診療所では対応できない高度な検査、治

療等に対応するための病診連携を図るこ

とが必要です。

○ また、医療機器の共同利用や医療技術

の向上に係る研修などを通じて、かかり

つけ医等を支援する機能が必要です。

【今後の方策】 

○ 医師会、歯科医師会、薬剤師会、市町村等と連携を密にし、かかりつけ医、かかりつけ歯科

医、かかりつけ薬剤師・薬局の重要性についての啓発を行うなど、かかりつけ医、かかりつけ

歯科医、かかりつけ薬剤師・薬局の普及に努めます。

○ 医師、歯科医師の研修については、臨床研修病院などと連携し、プライマリ・ケアの基本的

な診療能力を習得するのに必要な指導体制を整備し、その資質の向上を図ります。

今回見直し案



在宅医療対策

- 184 - 

表8－1－1 一般診療所、歯科診療所数の推移（毎年10月1日現在） 

区   分 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年

一

般

診

療

所

有床診療所 512 494 473 449 432 408 384 363 343

無床診療所 4,535 4,619 4,646 4,702 4,754 4,851 4,929 4,975 5,035

計 5,047 5,113 5,119 5,151 5,186 5,259 5,313 5,338 5,378

歯科診療所 3,641 3,655 3,666 3,691 3,707 3,707 3,714 3,727 3,727

資料：病院名簿（愛知県健康福祉部）

表8－1－2   病院、一般診療所の外来患者数                単位：千人 

病院 一般診療所

総数 通院 往診
訪問

診療

医師以外

の訪問
総数 通院 往診

訪問

診療

医師以外

の訪問

外来患者数 85.2 84.1 0.3 0.7 0.1 255.7 249.9 2.2 3.4 0.2

うち65歳以上 
（再掲） 

43.1 42.1 0.2 0.7 0.0 111.2 105.7 2.1 3.2 0.2

資料：平成26年患者調査（厚生労働省）

注１：四捨五入により内訳の合計が総数と一致しない

 注２：0.0は0人ではなく、50人未満を表記したもの 

○ プライマリ・ケア

家庭や地域社会の状況を考慮し、個々の患者に起こるほとんどの健康問題に責任を持って対処

する医師が、患者と継続的な関係を持ちながら提供する身近で包括的な医療のことをいいます。 

小児科その他の医療スタッフが連携、協力します。 

用語の解説

資料４


